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【研究概要】 

 本研究は，新富山県立近代美術館（仮称）として新築移転される富山県立近代美術館の

所蔵作品を教育的に活用するための方途について明らかにしようとしたものである。当館

は，ピカソ，シャガール，ジャスパー・ジョーンズ，ジャクソン・ポロック等，国際的に

評価の高い 20 世紀以降の美術全体の歴史的展開を概観できるコレクションを有している。 

また，戦後の日本美術に影響を与えた作家や，椅子やポスターなどデザイン関係のコレク

ションも充実しており，これらの所蔵作品の教育活用のための研究は，十分期待されるも

のであると考えた。 

 申請者は，「富山県と国立大学法人富山大学との連携に関する協定書（Ｈ17.11.1）」に基

づき，「人間発達科学部連携事業」として継続して実施してきた作品鑑賞のための子供向け

ワークショップの開催や学部学生に対する講義や教員免許状更新講習の開催等を通じて，

富山県民の財産であることを認識しその有効活用の意義を実感してきた。 

  平成 20 年学習指導要領の解説の「指導上の留意点」において，小学校では「地域の美術

館などの利用や連携に関する事項」が設けられ，中学校では「美術館・博物館等の施設や

文化財などを積極的に活用するようにすること」と明記してある。 

 本研究は，当館所蔵作品を鑑賞の対象に限定して取り組んだ点に特徴がある。所蔵作品

の常設展示作品を対象にすることで，繰り返して鑑賞でき，美術館を訪問する度にその成

長の過程で見方が深まると言うよう 

 学生を対象にした講義や現職教員を対象にした講習会ではタブレット端末を用いて鑑賞

体験を深める試みを実施した。特に新美術館では，常設作品の展示室の近くにワークショ

ップができる部屋も計画されている1ことから，作品鑑賞と作品制作を結びつけた試みも実

施できたことである。 

 本研究を通して，まず，所蔵作品を活用した当美術館でのモデル授業のあり方，所蔵作

品を使用した移転後の美術館でも継続して活用される鑑賞題材の開発ができると考えられ

る。 

 



【成果要約】 

１．必修講義「図画工作科教育論」を実施して   

 

（１）講義の概要 

 本講義は，平成 27 年 5 月 23 日と 30 日に実施した。当日の日程は以下の通りである。 

９：45〜10：05 講義１ 子どもにとっての美術作品との出会い。 

10：05〜10：55 １回目鑑賞  「何をかいているのかな？」 

10：55〜11：15 ホールでの振り返り 

11：30〜11：50 講義２ 子どもの作品作りと美術作品の関係性  

11：50〜12：30 2 回目鑑賞「筆あと研究所」 

12：30〜13：00 ホールでの振り返り まとめ・レポート執筆 

 特に作品鑑賞中に，タブレット端末でその様子を記録し，「ホールでの振り返り」の際に

互いの話し合いの場面を活用しつつ，鑑賞を深める試みにも取り組んだ。 

（２）分析方法 

 所蔵作品を活用した模擬授業における意識の変化を質問紙調査で把握した。回答した学

生数は，平成 27 年 5 月 23 日 33 人，5月 30 日 43 人名計 76 人であった。当日行った授業の

後半に配布し，回答を求めた授業レポートをそのままテキストデータ化し，集計を行った。 

 単に割合を求める場合はそのまま行い，自由記述についは，テキストマイニングソフト

である IBM SPSS Text Analytics for Surveys 4.0 を用いて，解析データをグラフや Web

カテゴリとして視覚化した上で「有効レイアウト」または，「グリッドレイアウト」で分析

し考察を行った。 

（３）分析の結果と考察 

①訪問経験のある美術館について 

 複数回答も認めて総回答

数は 80 人であり，訪問した

美術館を多い順に記載する

と，「金沢 21 世紀美術館」36

人（45.0％），「富山県立近代

美術館」７人（8.8％），「高

岡市美術館」７人（8.8％），

「富山県水墨美術館」４人

（５.0％），「石川県七尾美術

館」３人（3.8％），「砺波市

美術館」２人（2.5％）と続

く。大学に入るまで 1回も美

術館に行った経験のないと

いう回答が 10 人（12.5％）

存在した。 



 「金沢 21 世紀美術館」の訪問人数が半数近くある点については，2004 年 10 月に開館し

た当時，館長であった箕豊氏が「美術館オープン初年度,私は市内の全小中学 生 4万人を

招待し，同時に彼らに 3カ月限定の「もう 1回券」を配りました」2と述べていることから，

ちょうど 11 年前に小学校 4年・5年であった金沢市内出身の対象学生は，この時期に美術

館を訪れていることになる。また，市外の出身の学生であっても，「『金沢 21 世紀美術館』

が開館し，地元だったので行った」，県外出身の学生も，「石川県への宿泊学習の時に行っ

た」と述べている。 

 展示されていた作品に対する質問に対して，「金沢 21 世紀美術館」の常設展示作品であ

るレアンドロ・エルリッヒの「スイミング・プール」が一番多かった。前出の蓑が「子ど

もが楽しめる展示」3として,子供が直接的で意外性のある作品を求めるという狙いが当たっ

ている可能性が高い。 

 授業で行った場合，教師の立場について，という質問に対して，回答のあった 32 人中，

30 人が，「引率，児童・生徒管理に徹し，説明は学芸員に委ねていた」を選んでおり，「指

導者の立場で，鑑賞の授業を行った」を選択した学生は 2人に過ぎない。したがって，学

生にとって，美術館で鑑賞の授業を行うことのできる教師というイメージが希薄であると

思われる。 

 次に課題で行った場合，その内容についてという質問に対して回答あった 21 人の自由記

述をカテゴリ web の有効レイアウトで視覚化すると，中学校の夏休み課題として行ってい

ることが分かる。 

 プライベートで行った場合のきっかけについては，「美術館 」が 11 回で 40.7％，「親」

が 3回で 11.1％，「間＋〈〉」が 3回で 11.1％である。「美術館」については，興味のある

企画展を示しており，「親」は，「親に誘われたから」という理由である。「間＋〈〉」は元

のテキストを確認すると時間を表しており，「時間が余った」から行ったと言う理由を示し

ている。 

 富山県立近代美術館の雰囲気については，「作品」が 38 回で 54.3％，「雰囲気」が 34.3％，

「空間」が 10 回で 14.3％，「展示」が 9回で 12.9％,「美術館」が 6回で 8.6％，「壁」「照

明」「吹き抜け」「鑑賞すること」「世界」「白」が 4回で 5.7％である。このデータをカテゴ

リ Web のネットワークレイアウトにて視覚化すると，「作品」が「空間」や「照明」と結び



ついて「雰囲気」を作っているという肯定的な用語が集まっている。総じて，この美術館

の雰囲気をよいものであると受け取っていることが分かる。 

 講義内で行った模擬授業,小学校高学年の小学校 5 年生対象の「何をかいているのかな」

では，上位から「作品」が 58 人で 76.3％，「美術館」が 25 人で 32.9％，「自分」が 24 人

で 31.6％，「鑑賞」が 22 人で 28.9％，「実際」が 17 人で 22.4％と続く。このデータをカテ

ゴリ Web の有効レイアウトで視覚化すると，以下の通りになり，作品について肯定的に向

き合おうとする用語が中心に集まっていることが分かる。 

 小学校６年生の対象の「筆あと研究所」の題材を取り上げた場合では，上位から「表現」

が 50 人で 65.8％，「作品」が 43 人で 63.2％，「自分」が 44 人で 57.9％，「くる」が 27 人

で 35.5％，「筆」が 17 人で 22.4％，「技法」も 17 人で 22.4％，「絵の具」が 13 人で 17.1％

と続く。次に，このデータをカテゴリ Web の有効レイアウトで視覚化すると，中心に「表

現」，「作品」，「自分」のワードの周辺に肯定的な用語が集まっている。 

 実際に本物の作品の筆跡を見ることで，「作者の気持ちを，そこで読み取ることができる」

など， 液晶画面やスクリーンに投影された画像や印刷された画像では捉えることのできな



い作品の様子を眼前にすることは，鑑賞を深める上で非常に有効になっていると捉えるこ

とができる。 

 

２．教員免許状更新講習「美術館常設展示作品を図画工作科の鑑賞教育に生かすために」

の実施を通して 

 

（１）教員免許状更新講習の概要 

 本講習は平成 27 年 8 月 6日に実施した。内容は，以下の通りであり，実際に講義と鑑賞，

受講生同士の話し合いを繰り返すというものであった。 

１限 （９：００−１０：３０） 

    図画工作科の鑑賞の指導に関わる諸問題について（講義） 

   美術館活用のメリットについて（講義） 

２限 （１０：４５−１２：１５） 

    作品鑑賞を充実させるための指導とその評価について（講義と実技） 

    ・常設展示作品を活用した題材の開発 

３限 （１３：１５—１４：４５） 

    作品鑑賞から表現へつなげる題材の指導と評価について（講義と実技） 

    ・事例紹介と所蔵作品の鑑賞後の表現をつないでいく題材の開発 

４限 （１５：００−１６：００） 

 試験 （１６：００−１６：３０） 

（２）分析方法 

 調査は，平成 27 年 8 月 6日，当日の受講生 31 名に対して実施した。質問紙による講習

前と講習後の印象の自由記述をテキスト化し，IBM SPSS Text Analytics for Surveys 4.0 

で分析を行った。解析データをグラフや Web カテゴリとして視覚化した上で「有効レイア

ウト」または，「グリッドレイアウト」で分析し考察を行った。 

（３）分析の結果と考察 

①講習会参加前の意識 

「美術館」が 23 回で 76.7％，「鑑賞」が 14 回で 46.7％，「子供」も 14 回で 46.7％，「作品」

が 12 回で 40.0％，「活用」が 9回で 30.0％，「授業」が 8回で 26.7％と続く。次にカテゴ

リ Web で視覚化したグラフ（有効レイアウト）で見ると，中央にそれらの用語が集まり，

ネガティブな受け止め方の用語と結びついていることが分かる。 



 

講習会参加前の意識として，「難しい」という形容詞は，係り受け解析の結果，８回出現し

ているが，そのどれもが「鑑賞の授業は難しい」「授業数も少なく難しい」「低学年の子に

は難しく」「高尚なイメージがあり，子供達には難しい」というように，肯定的な表現に結

びついている。また，「難しい」をカテゴリ Web で視覚化したグラフ（グリッドレイアウト）

で見ると，中央に否定的な用語が集中している。 

 また，「本物」「機会」「カリキュラム上」という 3つの用語が，全く別の Web を形成して

おり，この自由記述を探すと，「非常に興味を持っている。本物と触れる機会はつくって行

きたいと思うが，カリキュラム上難しいと思っている」という記述があった。 

②講習会参加後の意識 

 「美術館」が 20 回で 64.5％，「鑑賞」が 17 回で 54.8％，「作品」が 15 回で 48.4％，「子

供」が 14 回で 45.2％，「授業」が 11 回で 35.5％と続く。次にカテゴリ Web で視覚化した

グラフ（有効レイアウト）で見ると，中央にそれらの用語が集まり，肯定的な受け止め方

の用語と結びついていることが分かる。 



   

 ただし，講習会参加後の意識として，「難しく」という用語は 1回出現しており，その自

由記述には「子供の美術に対するイメージを広げる，ふくらませる大切なことだと思いま

した。一方で自分がそう思っていても，学校全体の意識を変えることは難しく，“結局は美

術館”活用はできないのだろうなとも思いました」とあった。学校教育の現場での実体を

踏まえた正直な感想であると受けとめることができる。 

 

３．富山県立近代美術館における子供向けワークショップの開催を通して 

 

（１）ワークショップの概要 

 本ワークショップは，申請者

が学部学生を指導し平成 20 年

度から実施してきている子供

向け作品鑑賞ワークショップ

を新たに「とみだい☆ペケペケ

ワークショップ in 近美」とし

て再構成し実施したものであ

る。本ワークショップでは，所

蔵作品の鑑賞を平易な描画や

作品作りに結びつけて幼児か

ら大人まで楽しめる内容を立

案実施したものである。 

（２）分析方法 

 データは，月ごとの「ペケペ

ケアートショップ」の子供を連

れて参加された保護者を中心

にインタビューを行った。回ご

とに参加人数が異なり，企画の



内容や当日のスタッフに対する指導も行いつつ保護者の対応を見計らってインタビューす

ることが多く，毎回のインタビュー人数を一定にすることができなかった。 

 基本的には，「企画を知った理由」「学校等で行われる表現や図画工作，美術の授業と比

べてどのように感じたか」を中心に,6 月から 1月の計 8回の企画で 78 人の保護者から回答

を得た。記録した音声を自由記述としてテキスト化したデータを用いて， IBM SPSS Text 

Analytics for Surveys 4.0 で分析を行った。その解析データをグラフや Web カテゴリとし

て視覚化した上で「有効レイアウト」または，「グリッドレイアウト」で分析し考察を行っ

た。 

 

（３）分析の結果と考察 

①企画を知った理由について 

 カテゴリ Web で視覚化したグラフ（有効レイアウト）で見ると，中央にそれらの用語が

集まり，肯定的な受け止め方の用語と結びついていることが分かる。 

 出現回数の多い用語は，「チラシ」が 38 回で 60.3％,「科学博物館」が 8回で 12.7％，「子

供」が 7 回 11.1％，「入り口」が 7回 11.1％である。「ポスター展」が 6回で 9.5％である。 

まず，「美術館」が 3回で 4.8％，「Web サイト」が 3回で 4.8％であった。 

 「チラシ」は，このワークショップ専用の 1年分の開催予告を記入したものと，夏休み

や冬休みの他の企画と合わせて富山県立近代美術館で制作した県のパンフレットなども含

められており，どれが具体的に効果的であったかは，判別しがたいところもあるので，こ

の記述のあるテキストを再度検証すると，専用のオリジナルのチラシと判断できるものが

11 回あり，他が富山県立近代美術館作成のものであった。 

 オリジナルのチラシは，市内では附属幼稚園，附属小学校や校区内の１公立小学校のみ

に全校児童分配布している。 

 「科学博物館」は，当美術館に隣接して「富山市科学博物館」が立地しており，本来の

目的は科学博物館の催し物であったが，「入り口」で本企画を運営する学生に勧誘されてき

た家族が 7回あった。あとの一人は，何となくついでいうことであった。いずれも本来の

目的である科学博物館だとしても，こちらに来て見てもおもしろかったということを述べ

ていた。 

 本企画は，富山県立近代美術館のＷｅbページからも閲覧できるが，このページを見て来

館された家族は 3グループに過ぎない。 

 次にＷｅbカテゴリで判断しても，チラシを中心にしたサークルと，科学博物館と入り口

をつないだサークルの二つに分かれた。従って，イベントの告知では，手渡しでのチラシ

配布が以前成果を上げていることが分かる。 

②学校の授業と比べた際のこの企画の意義 

 「子供」が 53 回で 70.7％，「美術館」が 52 回で 69.3％，「作品」が 34 回で 45.3％，「企

画」が 23 回で 30.7％，「絵」が 21 回で 28.0％，「もの＋〈〉」が 20 回で 26.7％，「ワーク

ショップ」が 17 回で 22.7％，「親」が 16 回で 21.3％と続く。Ｗｅbカテゴリの有効レイア

ウトで分析すると，特に「子供」と「美術館」と「作品」の結びつきが非常に近いこと分

かり，「ワークショップ」と「親」もその結びつきの強さを確認することができる。ワーク



ショップがあるから子供を参加させて，作品鑑賞が親もできるなど，きっかけとして子供

のためのワークショップの存在意義を確認できる。 

 

 

 カテゴリには挙がってこないが，13 回の出現回数のある「自由」の用語を中心にして分

析を行うと，この用語との結びつきの強い用語が「子供」が 11 回で 84.6％，「美術館」が

7回で 53.8％，「企画」が 6回で 46.2％，「作品」6回で 46.2％である。これは，学校で行

われる授業に比べて，美術館のワークショップの企画が「自由」であることに親が気づい

ている証拠であり，作品鑑賞に連動して制作を行うことが，有効であると認識しているこ

とが分かる。 

 

４．分析結果から考えられる美術館の常設展示作品を教育活動に向けての活用を行うため

の方途 

 

（１）美術館にある本物の作品との出会いをいかにつくるか 

 いくら所蔵作品が優れていても，美術館に行って，それらを目の当たりにしなければ，

この企画は始まらない。石川県出身の学生が，開館したばかりの金沢 21 世紀美術館に行っ

た経験があるのは，無料券で招待されたからという理由がある。休日や夏休みに行うワー

クショップの案内は，依然として学校に配布するチラシが効果的であることも分かった。

また，同じ敷地内に隣接する富山市科学博物館の来訪者が，そのまま，学生スタッフの勧

誘で参加した事例があるように，きっかけを与えることで，美術館に訪れる機会が生じる

ことが分かった。さらに，大学の講義として土曜日の半日を使って，美術館で講義を行う

ことで，必然的に本物の作品に触れる機会を設けることができる。さらに，教員免許状更

新講習の会場を美術館内の椅子や机のある研修室に設定することで，そのまま常設展示作

品を鑑賞することができる。 

（２）美術館における作品鑑賞の内容の工夫 

 今回の実践では，学生や現職教員向けの内容として，共通しているのは，小学校の図画

工作科の教科書に合わせて，鑑賞を行う手法を取り入れてたことである。 



 それは，美術作品を前に自由に自分の思ったことを話し合うと言うことだった。特にタ

イトルや説明を気にせずに，作品がどんなことを意味しているのか，口に出して始めさせ

た。ほとんどの参加者は，作品の作家のことや内容について，知らなければ鑑賞をしては

いけないという先入観があった。そこで，「何をかいているのかな」では，自由にタイトル

をつけあってその理由を説明させ，作者の気持ちを勝手に想像して話し合うことを奨励し

たことで，かなり，作品を見ることに抵抗感がなくなったようである。 

 美術館における講義と更新講習会では，それぞれの振り返りの際に今回の助成金で購入

したタブレット端末を iPad mini を各グループに１台貸与して行った。しかし，ＷＥＢカ

テゴリの分析では特に，この機器の活用に触れているデータを見いだすことはできなかっ

た。  

 ただし，更新講習参加した受講者の内，６名が「特に印象に残ったここと」という別の

アンケートで次のような回答を記述していた。 

  「iPad ・・・とてもよいです。ぜひ活用してみたいです。（小規模校で。大規模校では

難しいと思います）」 

  「グループで作品鑑賞をした際に高校の芸術の先生，支援学校の先生など，いろいろな

人と話す中で，表現方法や制作への思いなどを考えることができた。ライブで記録すると，

おもしろさがましました。先生に『いいね。そういうことだよ』などと認められ，褒めら

れたことがうれしく達成感を味わえました。こんな体験を子供たちにも味わわせたく，鑑

賞を（出前授業で）やると決めました」 

 「タブレット端末を使った鑑賞活動は，子供たちの鑑賞のありのままの姿を記録すること

ができ，とてもよいと感じた。ワークシートで書く活動だと，文章の巧拙で左右され，子

供の評価がしにくい。生き生きと話す活動は，一部分の子供しか把握できないのが悩みの

種だった。今後，取り入れてみたいと思う」 

 「タブレットを使って，作品鑑賞した様子を撮影し，それをもとにグループで話し合った

り，みんなの前で発表したことがとても印象的だったし，楽しかった。美術館に対する印

象も変わりました」 

「タブレット端末を使った鑑賞活動は，子供たちの鑑賞のありのままの姿を記録すること

ができ，とてもよいと感じた。ワークシートで書く活動だと，文章の巧拙で左右され，子

供の評価がしにくい。生き生きと話す活動は，一部分の子供しか把握できないのが悩みの

種だった。今後取り入れてみたいと思う」 

 したがって，鑑賞中や話し合いの際に十分に活用している様子は一部で確認できたが，

他の受講生については，自由な話し合いができる雰囲気ということに，着目していたよう

だった。 

 

おわりに 

 今回のこの研究を通して，新富山県立近代美術館（仮称）所蔵作品の教育活用のために

必要な事項を把握することができた。本年度以降も，タブレット端末を活用しながら，継

続して研究を行いたいと考えている。 

 



                                                  
1 新しい美術館には２つの「アトリエ」を新設！★「ラボ」（仮称）：大型シンク，丈夫な工

作机を常備（作家等を指導者とする本格的な創作活動が可能）★「スクエア」（仮称）：多

目的スペースで，雨天時のランチルームとしても使用可能（簡単な工作のほか，展示室で

の鑑賞と組み合わせたワークショップ等を行う予定），「平成 28 年度 富山県立近代美術館

学校教育との連携プログラム」，富山県立近代美術館教育企画展「BANG-BANG!みよう×

つくろう 2016」第 3 回実行委員会資料，2016 年 2 月 19 日 
2 蓑豊「美術館が街を変える」2008 年度物学研究会レポート，p.４
http://www.k-system.net/butsugaku/pdf/128_report.pdf#search='蓑豊+第 8 回物学研究会

レポート'2016 年 4 月 15 日取得 
3 同 ｐ.６ 



                                   （別添資料） 

 

研究成果

発表状況 

【雑誌論文，学会発表，図書，新聞掲載，研究に関連して作成した Web ペー

ジ，産業財産権（特許権等）の出願・取得状況について記入】 

 

発表については、第５５回大学美術教育学会北海道大会(9 月)において行う予

定。 

論文は、本年度、人間発科学部紀要または、美術科教育学会誌に投稿予定であ

る。 

 

 

 

 

 

 

経費の 

執行状況 

区分 執行額（円） 備考 

物品費 

タブレット端末（ iPad 

mini）1４台 

 

タブレット端末収納キャ

ビネット 1 台 

 

タブレット端末キャリー

バック 2 個 

 

音声記録テキスト化 

 

 

450,576  

 

65,800  

 

 

9,224  

 

 

24,400  

 

 

 


